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この 道 し る べは、江戸時代に上灘・大洲 聞の主要道路として栄えていた大淵|街道の標識として、文政10

年 (1827年)に建てられた大変貴重なもので、高さ 50cm、接地面30cm、ほほ四角錐の花商岩で造られてい

ます。

道路に面する平らな部分には、通行人に一目で分かるように大洲 方面を指し示す右手が刻 まれており、

往時 の 人 々 が この道しるべを見て行き交う様子を訪併とさせるものがあります。樫谷地区には、他にも旧

街道沿いに道し るべが数個残っています。



長浜町の財政|
財政状況の公表

長浜町「財政事情Jの作製及び、公表に関する条例

により平成11年度の財政状況を公表します

平成12年9月長浜町長西田洋一
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|入ったお金(歳入)I 
関税収入 818，056千円

o 100 200 300 400 (百万円)

主白方消費税吏付金
801旬、千日J1.2%) 固定資産税

地方譲与税 8(9引く「円 (1.1%) 
使用料手数料 79.045叩 (1.0%)

諸収入72，191千円 (0.9%)
¥ 

自動車取得税吏付金 45.042千円可0.6%) 町民税

その他 69，555千円 (0.9%)
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県支出金
652，843千円
(8.6%) 

町税
818，056千円
(10.8%) 

入 地方受付税
2，999，578千円
(39.4%) 

国庫支出金
851，261千円
(11.2%) 

町債
1，411，526千円
(18.6%) 

地方債残高 (1己5.31現在)

会式|区分 l 件数|現在高(千円) i世帯当(千り円額j 1人当り額

ト
千円)

有史 メZ三斗三 計 172 8，208，090 833 

水道事業会計 19 1，323，755 134 366 

29 ! 工業用水道事業会話| 7 106，053 I 11 

簡易水道事業特別会計 14 306，906 I 85 31 

佐貸付官事新業築特資別金会等計 l 23 I 93，029 26 9 

土地取得特別会計 2 174，400 48 18 

12371 10，212，233 2，821 1，036 

一般会計総括

歳入 7，607，683千円、歳出 7，335，830千円で、差し引き 271，853

千円の黒字となっています。この中には、翌年度へ繰り越した事

業の財源 59，119千円が、含まれており、これを差し百|いた 212，734

千円カ1~'11 年度の実質剰余金になります。

たばこ税

特別土地
保有税

軽自動車税

1世帯当りに使

われた町の金

2，026千円

1世帯当りが

負担した町税

226千円

町有財産 ( 12.3.31現在)

| 種 目u 金額千円

|財政調整基引
減債基金|

その他特定目的基金

土地開発基金

国民健康保険財政調整基金

国民年金印紙購入基金 i

出 資金

計

( 12.3.31現在)

種別 面積ぱ|

宅地

建物 78，309 
公[劃 19，611 
山林 19，418 
雑種他 4，325 
その他 1，536 
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(歳旦」
商工費 96，804千円(1.3%)

議会費 80，908千円、1.1%)

労働費，2，042千円 0.0%)
¥ 

積立金 2引14，626千円 ¥¥¥lι氾L

j扶夫助費 1川 1川8千円 2》弘%)
維持補修費 112，350千円 (15%i

、、

投資・出資笛村金 5，5501一円、日 1%)

民生費 ¥ 
1，386，465千問

18.9伽~

般一
|使ったお金

国民健康保険

1，l41，:103HJ 
1，131，898千円

UJ78 0~9 刊行
531内[)9千円

予定街

Ilx.入済額
支出済額

差ヲ|略

衛生責
518，100千円
0.1 %) 

消防費
172，015千円 (2.4%)

災害復旧餐
353，610千円 (4.8%)

13，283千円
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1，204，381弔円
(16.4%) 

普通建設事業費
2，343，633千円

(32.0%) 

17，120T 1日
16，632千円

16，632千円。rI'J 

港湾施設事業

予算税

以入済額

支出済額

差 'J1 

7，335，830千円

人件費
1，347，600千円
(18.4%) 

公漬費
1，094，358千円
(14.9%) 

64町050千円

63，326千円

63，326千円

。千円

簡易水道事業

予算額
1['(入済額

支出済客良

Jι 引

公債費
1，094，358二千円
(14.9%) 

土木費
898，222千円
(12，3% i 

14可75:ィ千円
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14，681千川

OT円
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包
「鉄道唱歌生誕1的関年J1.えひめ麿吏紀行」記念イベント

愛媛県宇和島 市 出 身 の 「 大 和 田 建 樹 」氏が

作詞された、『汽笛一声 新橋を』の歌い I中1

しで有名な「鉄道唱歌」が、明治33年に作ら

れ て100周年を迎えますくまた現在、凹|歪|観

光立県推進協議会では、愛媛県の歴史-丈イヒ

を訪ねる阿佐l再発見「えひめ歴史紀行J(平

成 13年 3月31日まで)を展開しています。

J R四国では、これらを記念したイベント

として、予讃線「松[l_J~宇和島問」で、懐か

しの蒸気機関車を運行します υ このイベント

は、 J毎.[[1 .旧ん~;eなどの白然豊かなイ7干二予E各

を100km以とも SL 7うす走千j二するということで、

全出 から 注 Hされる一大イベントです。 懐かしの C5 6型式 SL 

運行期間や反問、時刻、切符の販売等は次のとおりです。この機会に、あなたも懐かしの SLにのっ

てみませんか。

{営業運転期間] 11 月 21 日(火 )~26 日(日)の 6 日閉

じ亘転区間]松山駅~宇和島，駅 (2日で 1往復)

i運転時刻]町内では、原則として慣予長浜駅のみの停車予定です。(ただし、 23日に

ついては、白滝駅にも 停 車 。 ) 伊 予 長 浜 駅 到 着 時 刻 は 次 の と お り ( 予 定)

で、下りは12分間 (23日のみ 4分間)、上りは 4分間程度の停車時間カf見

込まれています。

伊予畏議開IJ着時刻
(予定)

。下明(1'!月21圏、 23呂、訪日)については→ 11 :57 
0上り(11月22田、 24自、 26自)については→ 1 2:55 

{運行車両]OSL...C56型式 C存事J ・.1 4系客車 4両(定員 27 2人)

I座席販売〕汗通運賃の他に、座席指定料金 (510円)が必要です。乗車日の 1カ月前から JR各

駅のみどりの窓LJ、ワ←ブ0 ・旅行センター及び主な旅行会社で発売。

① このことに伴い、次のとおり訓練運転 が 行 わ れ ま す 。

011月 4日(土) ~18 日(土)・・・松山~宇和島問を 1 日 1 往復(伊予長浜駅到着時刻は、

下りが 9:29で約10分間の停車、上りが 19:40で約16分の停車を予定しています。)

011月 19日(日) ...松山→宇和島間(下り)の片道(営業運転と同時刻で運転予定)

011月 20日(月)・・・宇和島→松山間(上り)の片道(営業運転と同時

刻で運転予 定)

②線 路沿線にお住まいの方は、 S しから出る煤煙で洗濯物等が汚れる

可能性があり ま す の で 、 く れ ぐ れ もご注意ください。

③ 写真 撮影 等のための線路内への立ち入 り 、 ま た は 道 路 上 へ の 駐 停 車 は

できません。

[お問い合わせ]J R盟国園曽業部員震亮課(器開7-825-1635)まで。
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且閣昌記鈎翻人同畏備員弱電事
年金を受給し亡しもた1Jが亡く怒られた岳 民事し

届出をお願いします量平唱主

年金を受給されどいた方が亡くなられたら、年金担当窓口にも死亡の届山をお願し'Lます J

年金の受給権は、£給者本人固有心権利ですから本人が死亡されれば?舎利は消滅してしまいます。

年金の受給者のブJーが亡くなった場合、日向をいただかないと剖況屈の提出時間まで午金が11、い申立けられ、

過払いによる返j立金が発生することになります。亡くなられた方が、本来受け取られるべき年金錦、につい

て未松山、のものは、「未支給年〆会Jと Lて遺族のブJの請Jとにより支払われますので、柁亡届と同時に清一:'1ミ

をし vてく/三さしL

死亡当時、年金を受給していた方と生害十を開じく
していた①配構者②子③父母④孫⑤祖父母
⑥兄弟姉妹の)1菌で先!順位者をいいます。
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瞳盛運嘩曜調

「みんな同じだ」

小学 3年生 | 
( 11年度人権作文集より) I 
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直 警官ご響じです丈j'? 
不利益な事実を故意に消費者に告げなかった。

O消費者が「困惑J して契約したとき

-消費者が帰って欲しいと言ったのに、事業者が目

帰らなかった。(不退去)

・消費者が帰りたいと言ったのに、事業者が帰し i

てくれなかった(耽禁)

消費者契約法 が 成 立 し ま し た 。 施 行 は 来年 4月

1日からです。この法律の目的は、消費者と事業

者との情報と交渉ブJの格差を是正すること で 、 消

費 者 と 事 業 者 が締結する全ての契約を適用対象と

しており、消費者の利益を擁護し、公正な経済社

会を実現することを 11指しています。

規制の内容は次のとおりですが、 5年後にその

実施状況をH検討することとされており、消 費 者

に有利な運用例を積み重ねて良い法律にしていく

必要がありますので、 トラブルが生じ

た場合には早めに、(お近くの消費生

活相談窓口や 生 活 セ ン タ ー ) に 相 談 し

てください。

これからは消 費 者 も 「 事 故 責 任Jが

問われます。契約をするときには、内

容を確認のうえよく瑚解してから決め

るようにしましょう。

2 無効に悲る契約条項
-事業者の債務不履行や不法行為による損害賠償

責任の全部または一部を免除する条項

-契約の目的物に隠れた暇抗がある場合、

消費者に生じた損害賠償責任を免除する

条 項

-解約損料が平均的な額を超える部分

-消費者が支払期日に遅れた場合の損 害

賠償額を予定する条項で、未払し、額に対

する金利が年14.6%を超える部分

-信義誠実の原則に反して消費者の利益

を一方的に干与する条項

E連絡関お問い合わせ]役場経済課(宮

52-1111回帰2121) または、愛媛県八 幡

浜地方局県民生活課(告0894-24-3 7 0 () )、

愛嬢県生活センター(君089-925-3700) ま でO

間思子宮Ijの内容〕

1 契約の取り消しができる場合
O消費者が「誤認」して契約したとき

.事業者が事実と異なることを告げた。

ー事業者が不確実なことを断定的に述べた。

-事業者が消費者の利益になることだけ言って、

伊:~::主投王・五・臨時:-:.:-:'鰐諮問・王草稿官抑制言語争榔':~~

g人権擁護委員に
5 清水禎子さん

9月 1[11寸けで、白滝の清オけ貞

了さんは、法務大ロ:から J丘町jの人

権擁護委員に委嘱されました。

人権擁護委員は、毎日の暮らし

の中に起こるさまざまな問題、い

じめ-体罰、部落差別・女性差別J

などの問題、家庭内(夫婦、親子、

結婚、離婚、扶養、相続等)、近

隣聞のもめ事等の悩み事の相談に

のってくれます。

相談は無料で、秘需は固く守ら

れます。

委
嘱
さ
れ
た
清
水
禎
子
さ
ん

苧，~~端正岬園開説話争調液~~~~:埼玉字減械翻糊時亨五割
問

器内まかり」の定期検査を
護 実施します
担

次の日程のとおり、「はかり J

の定期検査が実施されます。

該当さ れる )Jは、検査会場まで

はかりをご持参ください。

月日 i時 間|検査会場

10:00~12:00 | 長浜町役場
10/24 ト一一一 | 

13:00~ 15:0o 

10:00~11:30 白滝連絡所
10/25 ト一一一 | 

13:00~ 15:00 櫛生連絡所

新刊晴報です
書名

O泌されたい症候群

。介護の悩みQ&A

O~と死を考える

。元気になるこころとからだ

O心を育てる家庭学習法

Oi戻が出るほどいい話第 5集

~長浜町立図書館~

著者

本百輝薫

たけなかかずこ

曽野綾子

井尾裕子
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ふれ弱い会館だより

第27回
生活文化祭

今年 で 27回目を迎える恒例の

生 活 文 化 祭 。 保育所園児や小中学

校の児童生徒、趣味のグループの

皆さんの作品展をはじめ、各種ノf

ザーなどが盛大に行われます。

ご家族おそろいでぜ、ひごうた場く

ださい o

E期 間] 1 0月 2 8 日~ 2 9日

(午前 9時~ 午後 5時 <29日は午

後 4時まで> ) 

E場所]ふれあい会館各階

昨年の生活文化祭

~:::品抗日骨日午・:戸拝:~::::)出・.:-:-:.・、可出'$.x，:士::::::::::;羽田:::::::凸平世田日':::::山古田::::::出

jJ定期設嘉手監禁E程一一…
i場所1大沙1I商工会館

[ IAJ容 1税金に関すること全般

[担当] I白松国 税局税務相談室

E日時] 1 1月 10日(金)午前

1 0時~午後 3時

輔

自

」

綱
は
町

繍
ど
一
正

脚
本
日

制
幸
一
面
制

糊
や

政
約

蹴
契

蹴
悲

J
M

事
制
大

時
間
百
慰
問
荷
担
問
締
出

1 0 月 1~7 日は

ほ詰正週間むです。

り立ての効力があります。遺言書

も公証役場で作成しておくと、家

庭裁判所の検認という手段を受け

ることなく効力が認められます。

その他、会社の設立のための定款

や私署証 書 の 認 証 、 確 定 日 付 のf;]

ヲーなどの事務を行っています。

法律行為の確実を期すためには、

公正証書を作成したり、認証を受

けることをお勧めします。

公証役場 で は 、 い つ で も 公 正 証

書に関しての法律相談を行ってお

り、相談は無料です。

Eお問い合わせ]八幡浜公証投場

(干796-8002八幡浜市広瀬1-1-6

宮 0894-22-2010)まで。

野昭野晶醐醐時現醐醗酵輔弼閤盟臨雛蹴

露10月iま「中小企業勤労
患者財形龍IjJ3霊普及鑓進月
器開Jです

。財形貯蓄 は給与天引きで、知ら

ハ ロ ー ワ ー ク 大 洲 ( 宮0893四 24-31

91) まで、。

F出除草卒開耳慣:~:::::::::::話路指::::~~~:若手荘制点括主将:~~~::::::~荘腕

富ハ田ーワーク大洲から
患 のお知らせ
自「時は今継続雇用の時」

事業主の皆さん、 10月は「高

齢者雇用促進月間」です。高齢者

の方を一人でも多く雇用しましょ

つ。

高齢者の方をハローワーク(安

定所)の紹介で雇用された場合は、

助成金が支給されますのでご活用

くださしL

詳 細 は 、 お 気 軽 に ハ ロ ー ワーク

大 洲 ( 宮24-3191) までお問い合

わせぐださい。

中心再現盟主.:;:;~:;:;~邸主官話華麗王子丘甜摺E主主主抵辛~~~持世話調革~~

5おすすめします
ii 中小企業退職金共済制震
5 ~退職金の準備は万全ですか~

ず知らずに財産がで、きます。 従業員にとって「退職金」は、

O住宅財形貯蓄、年金財形貯蓄は 退職後の生活を支えていくための

利子非課税です。 大きな柱のーっとなっています。

05年固定で低金利(1，92% 平 また、退職金制度があるという

成 12年 8月10日現在)。

お 申 し込みは、事業主を通して

財形取抜機関でお願いします。

{お間し、合わせ]雇用・能力開発

機 構 愛 媛センター(宮089-947-66

77) まで。

$.:~:~;:::;::司・司:::::~~詰荘、~~~在~~~:荘在E・3苛j士;ミ荘E正~~~:;:園毛主2・:::::::~::土;::-:~~白J主園宮l

~!l あ者たの安g心
語 家族の安gむ
f.!i労働保険で支える社会

1 0月は労働保険適用促進月間

労働省では、 10月を「労働f呆

険適用促進月間」と定め、全国的

に労働保険(労災保険・雇用保険)

ことは、企業にとって優秀な人材

を確保し定着を促すとともに、従

業員からの信頼感を高めることに

もなります。 11'退共制度に加入す

れ ば、安全ー確実、しかも有利な

退職金制度を手軽に準備できますo

Eお問い合わせ〕勤労者退職金共

済機播圃退職金相談コーナー(広

島 市 中 区 東 平 塚 町1-14:第百 生命

広 島 ピ ル 9階:宮082-240-1151) 

まで。

\，".'・交園出:;:::;s;:;:加が又:也:~;:;~:~:長'::::..:;:;:~~;:;:園:;:~:~:~::::;::~:世~~:::::::::::;.~~~m~~~:

ii最櫨賃金改正のお知らせ
平成12年10月 1日から

皆さんは公証 役場をご存じです の未手続事業場の解消に努めてい 愛媛県最低賃金は、

か。公証役場では、当事者の依頼 ます。 1日 4，852円

により、金銭の貸借、不動産の売 加入手 続 を さ れ て い な い 事 業 主 1時間 607円です。

買・賃借、損言賠償や慰謝料の支 の方は、お早めに手続きを済ませ お問い合わせ先

払いなど各種の契約書(公正証言二) てください。 愛媛労働局賃金室(告089-935-52

を作成しています。公正証書には、 Eお問い合わせ〕八幡浜労働基準 00) または八幡浜労働基準監督署

判決書と同様に、差し押さえや取 監 督署(宮0894-22-1750)または、 (告0894同 22-1750)

-7 



あ者たをストーカーから守ります

「つきまとい等」をされたらもすぐに最寄世の警察署笛警察本部にご相

談ください。ストー力一規制法では、次のような流れで対Jtします。

最高で、 1年.[:).下

の懲役または

100万円以下の

罰金の「罰員IJJ

争
禁
止
命
令
に

一
違
反
す
る
と

公安委員会が

「禁止命令」

--惨

警
告
に

違
反
す
る
と

つきまとい等を

繰り返してはな

らないことを警

察が「警告」

-=惨

警察への相談寵

申し出

「ストーカ一行為」の被害に遭っている場合、警察に警告を巾し出る以外に、相手を告訴して警察に処

罰を求めることができます。(行訴しないと検挙することはできません。)ストーカ一行為の罰則は、 6か

月以下の懲役または 50万円以ドの罰金です。

ストー力ーが一番欲しいのは、ターゲットにした人のプライベート

のすべてです。また、その人の感情的な反応を楽しむ場合が少なくあ

りません。ストー力一対策は、早期解決がポイント。つきまとわれた

ときは、すぐに対策を考えましょう。

被害状況を
明らかにするため

のポイント

⑮個人情報が書かれている書類(公

共料金やクレジットカードの請求

書など)は、細かく破いてから捨

てる。

@送り主の不明な手紙

や届け物などは、受

取を拒否し、開封せ

ずに送り返すc また

は、警察に屑ける。

⑮警察や信頼できる人

に相談する。

畠分でできる
⑧不安なときは、あたりを警戒し、

外出にはタクシーなどを利用する。

@防犯ブザーを携帯し、携帯電話は

いつでも 110香できるようにしてお

く。

⑮ドアには二重カギとドアスコープ。

窓にも複数のカギをイ寸ける。.1早手のカーテンをきっちり閉める

など、自分が部屋にいることが外

から見えない工夫を。

⑨無言電話には、対応せずに切る。

@被害を受けた日時、

手の車両ナンバ一、

どの細かし、言己重量

@相手の具体的な言葉や動作な

どの記銀

。つきまといなどの各行為に

おいて利用された電話の会

話内容のメモや、ファクシ

ミリ・電子メール・手紙な

どの保管

。留守番電話や会話の録音、

写真による記録

土嘉戸斤、 宇目

目撃者な

11111111111111111 

ブ規
ロ錆Ij
セの
ス対
に象
acま
じ守予
て為
=二夜〉
て〉

11111111111111111 
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ス
ト
l
カ
l
規
制
法
に
よ
る
規

制
の
対
象
と
な
る
の
は
、
「
つ
き

ま
と
い
行
為
等
」
と
「
ス
ト
l
力
i

行
為
」
の
二
つ
で
す
。

「
つ
き
ま
と
い
行
為
等
」
は
、

恋
愛
感
情
な
ど
行
為
の
感
情
を
満

た
す
目
的
や
そ
の
感
情
が
満
た
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
恨
み
を
晴

ら
す

H
的
で
行
う
左
記
の
八
つ
の

行
為
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
行

為
の
内
容
は
同
じ
で
も
、
商
品
の

悪
質
な
勧
誘
な
ど
に
よ
る
逆
恨
み

が
原
閃
の
場
合
は
、
こ
の
法
律
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
ス
ト
l
カ
l
行
為
」
と
は
、

「
つ
き
ま
と
い
等
」
を
繰
り
返
し

て
行
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。

こんな行為はつ害毒震とい

つきまとい.t寺ちイ犬せ・ま甲しかけ

監視していると告げる行為
面会。交際の要求

乱暴な言動
無言電話、連続した電話。ファクシ

ミリ
汚物などの送付
名誉を傷つける

性的差恥心の侵害

1
2
3
4
5
 
a
U

マJ
O

D
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平
成
十
一
一
午
二
月
、
藤
葉
流
計
~
叫
パ
山

生
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
八
人
の
ム
山

口
で
山
崎
葉
流
藤
嘉
会
と
し
て
町
の
文
化

協
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
と
健
康
づ
く
り
、
軒
仁
心
の
健
康

を
大
切
に
頑
伝
っ
て
い
ま
す
。

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
忙
な
毎
日
の

中
か
ら
週
に
-
時
間
足
け
自
分
、
だ
け
の

時
間
を
引
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
お
稽
卜
什
の
民

は
、
一
服
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ヂ
恨

の
話
や
お
料
理
の
話
な
ど
に
花
を
肌
か

せ
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

年
に
一
度
の
一
以
来
沈
の
お
さ
ら
い
ん
バ
や

町
の
芸
能
発
T
h
t
に
出
場
で
き
る
よ
、
っ
、

一
生
懸
命
お
山
占
を
杭
け
て
い
ま
す
c

今
後
も
皆
様
方
の
心
温

E
る
ご
支
援
、

ご
指
導
会
い
た
だ
き
ま
す
よ
寸
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
だ
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ま
す
c
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つ
い
て
行

く

六

年

徳

田

孔

平

う
ら
盆
に
金
魚
を
す
く
う
手
は
必
死

六

年

福

原

政

成

た
ん
ぽ
ぽ
が
お
日
き
ま
よ
り
も
光
っ
て

六

年

圭

孝

，ペ、〉

和
左
田

リ
戒
川
小
学
校
H

一

な
つ
や
す
み
た
さ
な
ふ
ね
に
の
り
一

ま

L
た

一一

年

西

広

応

体

十

一

秋
公
の
に
夏
の
虫
た
ち
な
い
で
い
一

る

三

年

二

官

葵

一

雨
の
後
に
じ
が
く
る
っ
た
け
を
か
幽

く

五

年

久

保

刊

裕

一

夏
本
立
ふ
と
足
と
め
て
ひ
と
休
み
一

五

年

一

呂

ド

ト

札

単

一

ふ
と
来
て
は
つ
か
れ
を
い
や
す
秋
一

の

風

六

年

宇

都

宮

静

芹

一

r
J
d間

M
4
M
M
1
γ
J
ζ

一

ぺ
封
蛤
綿
花
封
一
一

イ
4
1
Aで
ケ
-
一

(
J
!
 

tt議
官
一
~
一

糸
川
J

詰
均
三
年
一
一
一

ペ
ペ
年
九
一
J11tAr

一

!
M
i
l
l
i
-
-
1
1
1
」
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ク
ラ
シ
ッ
ク
に
親
し
も
う

(
、
)
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ー

八
月
八
円
、
町
体
打
開
大
ホ
l
ル
で

「
あ
い

E

ら
ぷ
・
ク
ラ
、
ン
ッ
ク
」
と
題

し
て
ふ
れ
あ
い
コ
ン
什
!
卜
が
開
催
さ

れ
、
町
内
の
幼
山

-
U煮
や
保
護
者
ら

約
三
百
五
十
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
た
。

出
演
は
、
カ
ザ
ル
ス
合
奏
団
(
上
田

真
二
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
)
で
、
時

折
、
各
楽
器
の
説
明
や
子
ど
も
た
ち
と

の
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
た

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー

ト
、
チ
ェ
口
、
ち
な
ど
の
独
奏
や
重
奏

に
よ
り
必
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、

黒

の
読
み
比
べ

i
ノ
夏
季
開
基
大
会

1

そ
の
美
し
さ
で
来
場
者
を
大
い
に
魅
了

し
て
い
た
。

八
月
十
一
一
円
、
ふ
れ
あ
い
会
前
で
第

七
十
回
夏
季
問
碁
大
会
が
間
以
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
愛
好
者
二
ト
七
人
が
参
加

し
た
。な

お
、
よ
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

対局にのぞむ参加者

及
ψ
キ
叶
刊

〔
属
国
勝
〕
組
一
尾
博
承
(
松
山
市
)

【
準
優
勝
】
符
川
町
…
基
一
山
口
茂
~
一

【第一一一位】

E
比
一
芳
立
へ
出
品
川
一

B

級

{
優
勝
】
待
川
秀
矢
(
内

f
町一一

【
準
優
勝
]
山
山
山
間
社
以
一
一
小
浦
一

〔
第
三
位
〕
松
尾
博
史
f

川
内
町
)

A 

新
盟
一
加
に
夢
を
託
し
て

カザルス合奏団のステージ

ー
柴
出
身
の
陶
芸
家
1

こ
の
ほ
ど
、
柴
地
区
出
身
の
附
主
家
・

諜
幸
こ
さ
ん
(
三
六
)
の
本
倍
的
な
焼

き
物
窯
(
鳴
幸
窯
)
が
完
成
し
、
八
月

一
一
十
八
日
、
同
地
区
の
有
志
工
心
主
の

会
〈
山
中
高
光
会
長
〉
)
ら
約
一
一
一
十
人

に
よ
り
、
初
空
…
に
向
け
て
の
祝
賀
会
や

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

在
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
電
気
式
の
窯

を
使
っ
て
陶
芸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
た
が
、
地
元
有
志
ら
に
よ
る
多
く

の
協
力
を
得
て
、
今
回
の
慶
事
と
な
ぺ

た
も
の
。
窪
さ
ん
は
、
「
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
州
突
の
あ

笑
い
と
遊
び
を
楽
し
も
う

ー
青
島
で
ふ
れ
あ
い
講
座
l

る
本
格
的
な
窯
で
焼
き
物
が
で
き
る
と

忠
う
と
感
激
-C
す
。
」
と
、
新
し
い
窯

LTJ
別
に
拍
伐
を
語
っ
て
い
た
。

柳家小田治さんの話に聞き入る参加者

八
月
一
一
十
二
一
目
、
青
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
ふ
れ
あ
い
講
庫
が
開
催
さ

れ
、
青
島
地
区
住
民
約
五
十
人
が
参
加

し
た
。午

前
中
は
、
叶
楽
し
い
昼
食
づ
く
り
」

と
題
し
、
女
性
参
会
者
に
よ
る
薄
味
で

野
菜
を
多
め
に
慣
一
っ
た
生
活
背
慣
病
予

防
た
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
全
員
で
ヘ
ル

シ
!
な
い
け
一
食
を
楽
し
ん
だ
。

下
徒
か
ら
は
、
落
語
家
の
柳
家
小
団

治
さ
ん
に
上
る
「
笑
い
と
人
生
」
と
題

し
た
ふ
み
さ
と
寄
席
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
ら
は
、
「
笑
い
と
遊
び
を
大
切
に

し
て
人
生
を
楽
し
も
う
」
と
、
お
も
し 参加者に初窯記念の作品づくりを指導する窪さん

ろ
お
か
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
話
に
、

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

ミ

--o

し
ナ
ム

10-

小
学
生
が
圏
域
を
探
訪

ー
ふ
る
さ
と
探
訪
パ
ス
ツ
ア
l
¥

八
月
二
十
三
日
、
「
ふ
る
さ
ど
探
訪

パ
ス
ツ
ア
l
」
が
開
催
さ
れ
、
大
和
小

学
校
児
童
ら
三
[
九
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域

市
町
村
国
組
合
が
主
催
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
閤
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
実
施
し
た
も
の

c

児
童
ら
は
、
城
川
町
で
ハ
ム
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
製
造
見
学
、
地
質
館
で
の
り
r

習
、
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
給
出
口
会
今
一

見
学
し
た
後
、
五
十
崎
町
へ
移
動
c

手

す
き
和
紙
体
験
や
凧
博
物
館
見
小
な
ど
、

夏
休
み
の
貴
重
な
体
験
ツ
ア
ー
を
楽
し

ん
ど
c

手すき和紙を体験する子どもたち



戦地域事握

手黒
奏団
臣
J己主
言射
状
豆Zx. 
賞

精一
、川浮い?

峨
叫都新

こ
の
た
び
、
長
一
浜
の
黒
田
進
さ
ん

(
七
四
)
は
、
人
権
推
護
委
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
同
民
の
人
権
の
擁
護
と

人
権
思
惣
の
許
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
さ

れ
ま
L
た。

遣
さ

るjj嘩分G)車i番
点検整備を実施しましょう

「自分の車は大丈夫JIまだま

だに丈夫Jなどと思っている頃

にトラブルはヤって来ます。 後

出 し て も 後 の 祭 り れ の 保 守 点

検はドライパ←の責任で f

~四国運輸局愛媛陸連支局~

持「れ
ち左少 7ウミ
σコし ら

ーま鴇職鍋繍絵咽魁轍蹴 f憂と も
( によ護薬欝欝議議察喧麟繋 3 

id野噂ソJ}ii
ttt .醇''''' C:i警鐘 迄亡名
さ霧撃証 議離審1 った目if
A 麟離 謬襲安 i て 0 を

野ミ:持(ま l呼;
ー〆戸、計、 .

母襲撃量逮樹-高 じ さ
11 議較さ炉蛇蓬鶏鵬…ふヂ襲撃 と も土欝鴻...-~右智麿鳩町 村議選 思

ji露何学子留 1 7: 
) 平成11年10月6日生まれ c と

.c_号、三~毛話三区三主毛主再三吾毛3オ三再-吾三~，L幸毛亘遥主廷き毛主歩合評さ~吾=三手有民三~話3宅手~廷~主主毛三廷号、~三--毛，~.;@=歪~主計三;三秘

横譲事審議重量 1 
交通事故、詐欺、脅しなどの犯叫の被害に遭し¥警察やisミ察庁に訴

えたが、検察有がその事件を起訴してくれない。このような不満をお

持ちの方のために検察審査T会があります。お気軽にご相訪くださし o lIlI 

賀川は無料で、秘密は固く守られます。 官

【お問い合 わ せ 〕 大 洲 検 察 審 査 会 事 務 崩 ( 大 洲 市 大 洲845 松山地方 l
裁 判 所 犬洲支部内:宮24-2038)まで。 品

主主再三己二言活幸二塁担豆き臼〉主主ド毛主シ f子τ ，-主主中毛主主主主民主主毛三H三廷~歪H三-主主ヰ亘書再三担号毛三=さ毛=民主主二三きて主主主主毛浜主主「ー....;.~三桝坦

ごそ;んじ亡、すか i

[講師]フリーライター 岡崎直司氏

[日程] 9 : ()り)受付。 16 0 0解散(予定j

I持 参 品 ] ウ オ ツ ず ン グ が で き る 服 装 ， l'込山 保険

証(コピー司) ・筆記用具等。

仁三i山ハス] I迎えJ J R A:消防尺発9:000 I送り J
青年の京発1fi:30u 

【その他]0参加承諾のTJj否につし冶ては、 111込締

切日後に述摘します。 Cil1し込ふ段、参加できな

しミ事情が生じた場合は、速やかにニ直結くださいo

i申し込み・お問しミ合わせ]国立大山l青年の家 'jf

業 課 「 ふ る さ と

同j並みウオッチ

シグイ系J(=r795-

0001 )~í外1 r打ゴヒ.ru
086 宮 21-5175: 

FAX24-2909 )ま

で。

日常生活の見慣れ三街景色の中から、我が 街、

我が故郷のすばらじさを見直し、過去の歴史や地

域の良ぎを学ぶ「ふるさと町'IEみウォッチング」

を開催します。

I期円及び、コースI
① 1 0 n 2 8日(t.) 五十崎町・内子町ウォ ッ チ

ング編

② 1 1月 11日(土)保内町ウォッ 7ング編

{申し込み1ハガキまたはFAXでお申し込みくだ

さい。 (18歳未満の方は保護者の承諾が必要)

【記入事項等]氏名(ふりがな) ・性別・年齢

(児童生徒は学校名ー学年も) .住所・郵便番号・

電話者号・)月O日00編ー、ヨ所までの交通手段

(送迎パス利用ーマイカ一等)

[締め切り 1各事業日の 2週[巧前

L:iるみた吉丁)

I参加費]各日 とも 1，0001リ。

(両事業一括申
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維新の港・・・ながはま2000事業・
シンポジウムにかかる

冊子 を
' 販売しています

(有)岸本印刷印刷平成12年10月 1日発行平成12年10月号

と諺錫

広報ながはま

町 で は 、 先 般 実 施 し た 「 維 新 の 港...ながはま 2000事業 ・シン

ポジ ウ ム 」 に か か る 、 記 念 品 と 冊 子 を 販 売 し て い ま す。数に 限

りがありますので、お早めにお申し込みください。

【金額】 1セット 1，000円

【内容】①木製印鑑ケー

ス ② 坂 本 龍 馬 と 長 浜 と の

かかわりについてまとめ

られた冊 子

【お申し込み ・お問い合

わせ 】 役 場 企 画 調 整 課

(n52-1111・(布2131) ま

で、ご連絡ください。

すばらしい夢と未来は健康から

体力つくり強調月間
司P

イ主

松長長今
山
市浜浜坊

rJ 

結

婚

8
月
届
出
分

(
敬
称
略

住 8お
所塁 誕

百生
雪分 お

嵐長め
名手が で

竺!と

室 う
署 11
名

柴豊

茂

須

沢

櫛

生
長

浜

下
須
戒

晴2隆 }夏か俊 t永 と龍 ;
幹 さえ旦4帆 ほ輝吋君主ゎ希五

戸万

氏

兵泉 中
多嶋

竹
内

呂

岡
石
本

イ主 8 全会

所員マ
氏完 や

名長み
初、

7E 田~
亡
日寺
年
歯令

櫛 長長戒長柴

工池松丸飯青

浜

田野山

勝

治

(五
八
)

睦

美

(
八
二
)

正
登
美
(
六
七
)

晴

生

(九
O
)

友
重
(
九
こ

米
徳
(
七
八
)

名

山 1成

尾田崎戸

和

幸
純

子

弘

次

亜
計
実

生 浜浜 川

田藤田

島中

晴 朗 の10月になると身も心も清くな

る。 1日は「法 の 日 」 だ。 で も、最近

の青少年犯罪の激増 に は 将 来 が心配で

ならなし、。 10日は「体育の日」であっ

た。 1964(昭和39)年の東京オ リンピッ

ク開会式の日を 記 念 し て こ の 日 が 定 め

られた。

オリンピックはその『憲章』に 、

「ス ポ ー ツ の 基礎である肉体的、道義

的性質 の 発 展 を推進し、スポーツを通

じ相互理解の増進と友好の精神によっ
迫ヲこうと

て若人たちを教育して、より良い、よ

り平和な世界の建設に協力することを

目的とする 。大会にはすべての国の競

技者を公平 ・平等に[より速く、より

高く、より強く]の標語のもとに参加

させる 。 その大会を開催するのは国で

は なく都市であって、その都市の選定

は IOCの専権である」としている 。

今年はオース トラリアのシドニーで

9月15日から多くの選手が懸命に覇を

競 っ た。次々回の2008年は大阪に決ま

るらしいとテレビで幸Rじられていた。

大阪オ リ ンピックが聞かれることを念
それぞれ

頭に、若者よ、夫々の悩みに打ち克っ

て 、スポーツに励み、種々の体育会で

鍛え て 欲 し し 」シドニ一大会での我が

国の金メダルの目標は八つだそうだが

どうなったか。 こ の 記事を書いている

9月初頭の段階では分からないのが歯

庫いが、 何はあれ青少年の健全な発育

を原買う 。
卓 浩康浩光
志悟 二 政 二 秀

12 

人口・世帯数のうごき

8月 末現在 前月との比較

9，830人 1人減

人 口 (男 4，646人) (男 1人 増 )
女 5，184人 女 2人減

世三甘子益支 3，625世一帯 5世帯増


